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② 全国学校･園庭ビオトープコンクール2023募集要項

　BIOは生きもの、TOPは空間の意。BIOTOPは、

野生の生きものがくらす場所･空間のことを言いま

す。森や林、草はら、池、小川、浜辺など、身近な自然

の中には本来、いろいろなタイプのビオトープがあり

ます。こうしたいろいろなビオトープが豊かな自然を

かたちづくり、私たちの健全な生活のいしずえとなり

ます。

　現在、日本も約束した国際 的な目標30by30

（サーティ・バイ・サーティ）の達成が求められていま

す。これは、生物多様性の損失を食い止め、回復さ

せる（ネイチャーポジティブ）とともに、2030年まで

に陸と海の30％以上を健全な生態系として確実に

まもることを目指しています。この取り組みは国とし

てだけではなく、都道府県や市町村、そして企業、学

校や幼稚園、保育園、更に個人の庭においても努

力が求められています。日常的に自然とふれあい、

地域の自然をお手本にして、校庭や園庭に体験の

場がつくられる「学校ビオトープ」や「園庭ビオトー

プ」は、まさに生物多様性の損失を食い止め、回復

させることにつながる重要な取り組みとなり、子ども

たちにとって生きた教材となりえます。

　1999年から隔年で実施し、2005年よりは、秋篠

宮皇嗣殿下にご臨席賜り開催しているこのコンクー

ルも、今回で13回目（25年）となります。ビオトープに

取り組む学校・園のみなさま、ぜひご応募ください。

☆　　☆　　☆

　コンクールへの参加は、これまでの取り組みをふり

かえり、専門家のアドバイスを得て、これから先につ

なげていく機会となります。そういったビオトープの

向上に、このコンクールをご活用ください。

ビオトープ

・ 応募にあたっては、上の３つのものを係あてにお

送りください。郵送・メールどちらでも構いません。

・ 「①応募用紙」は、コンクールのホームページでダ

ウンロードできます。

・ 「②ビオトープのようすが分かるカラー写真」は、

適度に圧縮し、３～５枚お送りください（JPEG）。

・ 「③活動のようすが分かる資料」は、既存のもの

で構いません。

・ なお、お送りいただいた上記の書類は、お返しす

ることができません。予めご了承ください。

「②ビオトープのようすが分かるカラー写真」は

以下のものをお送りください

ホームページ



全国学校･園庭ビオトープコンクール2023募集要項 ③

・ 郵送の場合は7/30(月)の消印有効、メールの場

合は31(月)24時送信のものまで受け付けます。

遅れる場合は担当までご一報ください。

・ 応募は、学校・園単位でお願いします。（個人や支

援団体などからの応募はできません）

書類の送り先

お問い合わせ

☎０３-５９５１-０２４４

・ 教育や保育が行われる、いわゆる「学校」や「園」

ならば、すべてが審査対象です。

 認定こども園、保育所、幼稚園、小学校、中学校、

高等学校、中等教育学校、特別支援学校、大学、

短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校...

・ 学校ビオトープや園庭ビオトープをつくり、活用を

行っているならば、どのような事例もご応募いた

だけます。

・ このコンクールは、ビオトープのおまつりです。いま

までに受賞したことのある学校や園も、もちろん

ご応募ください。

これまでのコンクールでは

こんな学校や園が参加！こんな学校や園園が参加！や園

月

火

※ 学校行事で準備が間に合わない、けどこれから応募したい、
資料を追加したい、・・・などの多くの声をいただき、締切を
当初の6月半ばから7月末に改めました。



④ 全国学校･園庭ビオトープコンクール2023募集要項

審査は、学校・園庭ビオトープを通じて環境教育や自然体験活動を進

めていく際の“ポイント”を6つの観点に整理し、それをもとに行います。

・ 地域の自然をお手本とし、地域の生きものが暮らし

やすいように工夫しているか。

・ (特に小学生においては)取り組み全体を通じ、子ど

もたちが積極的に、主体的に関わっているか。

・ 取り組み全体を通じ、保護者や地域住民、環境

NGO、行政機関、団体・企業などと継続的に連携

をしているか。

賞は、大きく３種類、用意されています。

上位５賞

学校・園庭ビオトープの実践モデ

ルとなる優れた取り組みを行うも

のを表彰し、これを広く紹介します。

そのなかでも特に際立って秀で

ていると評された特徴をもとに、

右の５つの賞が決定されます。

学校・園庭ビオトープ優秀賞

総合的に優れた取り組みを行う

ものを表彰し、これを広く紹介しま

す。

学校・園庭ビオトープ賞

学校・園庭ビオトープを設けて熱

心に活用するものを讃え表彰しま

す。

上位５賞の位置付けには優劣はなく、

また、発達段階の枠にとらわれるもの

でもありません。

文部科学大臣賞
実践モデルとなる優れた取り組みを行うもののうち、

特に体験活動や学習活動の内容・成果が秀でてい

るものを表彰し、これを広く紹介します。

環境大臣賞

実践モデルとなる優れた取り組みを行うもののうち、

特に野生の生きもののすむ「ビオトープ」の質が秀で

ているものを表彰し、これを広く紹介します。

国土交通大臣賞

実践モデルとなる優れた取り組みを行うもののうち、

特に人と自然が共存するまちづくりに繋がる点が秀

でているものを表彰し、これを広く紹介します。

ドイツ大使館賞

実践モデルとなる優れた取り組みを行うもののうち、

園庭ビオトープを題材にユニークな体験・学習活動

を行っているものを表彰し、これを広く紹介します。

日本生態系協会会長賞

実践モデルとなる優れた取り組みを行うもののうち、

特に地域とのパートナーシップの観点で秀でている

ものを表彰し、これを広く紹介します。

・ 子どもたちの豊かな感性を育むために、学校・園庭

ビオトープを積極的に活用しているか。また、様々な

教科や特別活動で、広く教材として活用しているか。

・ 学校・園庭ビオトープを育成管理し、活用を継続す

るための、体制が整っているか。

・ 取り組みを地域に発展させ、ビオトープのネットワー

クや人のつながりを広げていく視点を持っているか。



全国学校･園庭ビオトープコンクール2023募集要項 ⑤

応募の受付

・ 7/31(月)の消印・メール送信有効で

受け付けます。（3ページ参照）

・ 応募後は随時、活動のようすが分か

るものを、お送りいただくか、お知らせ

ください。形式は自由、審査の参考に

します。（10/31(火)まで受付）

審査

・ 書類をもとに、「審査観点」に沿って

審査を行います。

・ 審査の過程で、電話での質問や追

加資料提出のお願い、訪問などによ

る補足調査※を、必要に応じて行い

ます。（応募者全てではありません）

賞の決定

・ 11月に予定される「中央審査委員会」

を経て、大臣賞などの上位５賞をはじ

め各賞が決定されます。

・ 結果は各校・園に個別に通知される

ほか、公式サイトや報道機関などを

通じて広くお知らせします。

報告書の配付

・ 学校･園庭ビオトープを普及するため

のさまざまな活動のひとつとして、学

校・園庭ビオトープの実践モデルの

概要や取り組みのポイントをまとめた

「報告書」を作成し、2024年6月より

無償配付します。(予定)

発表大会

・ コンクール2023の締めくくりとして

『発表大会』を開催します。

※ 補足調査は、生態学や環境教育に
明るい学識経験者、ビオトープ管理
士などの専門家により行われます。

全国学校･園庭ビオトープコンクール２０２３

コロナ禍前、コンクール2019の発表大会（上）と、関連イベン

トのポスター発表大会「みんなのビオトープ展」（下）のようす

日付 ２０２４年1/２８日
会場 都内

内容 表彰式

 上位５賞の受賞校・受賞園による事例の発表

 学校・園、団体・企業などによるポスター発表

　前回は秋篠宮皇嗣殿下にも御臨席いただいた発表大会。

　上位５賞の受賞校・受賞園による「実践事例の発表」のほか、

受賞校・受賞園、学校・園庭ビオトープの取り組み支援を行う

企業、ビオトープを守り再生する団体も交えた「ポスター発表」

もあわせて行います。

＊ 日付や会場、内容は、事情により変更される場合があります。



⑥ 全国学校･園庭ビオトープコンクール2023募集要項

「自然ではないもの」の例「自然ではないもの」の例「自然ではないもの」の例

外来種外来種外来種園芸園芸種、農作物農作物園芸種、農作物飼育･愛玩動物飼育･愛玩動物飼育･愛玩動物

「自然のもの」の例「自然のもの」の例「自然のもの」の例
※※

　「自然のもの」とは、遠い昔からその土地で

生活している野生の生きもの、在来種と呼ば

れているものです。

　ですから、人の手で作り出して育てている花

壇の園芸種や、田畑の農作物、ペット、家畜･家

禽、海外から進入してきた外来種、たとえ国内

であっても離れた土地から持ってきた移入種

などは、「自然のもの」ではありません。

　自然は、その地域ならではの気候や地形、土

壌や水の質、日光の具合などの条件と、それに

適した野生の生きものたちで成り立っています。

　地域の自然はそこだけのオリジナルであり、

全く同じものは世界中のどこにもありません。

「自然のもの」と「自然ではないもの」の違いは、

そこから生じたものなのです。

「自然のもの」とは、「在来種」のこと 地域の自然は、世界に二つとない



全国学校･園庭ビオトープコンクール2023募集要項 ⑦

ビオトープについて

□生物多様性を守るために、また、子どもたち

の正しい自然観を培うために、 自然のもの

（在来種） と自然ではないもの （愛玩動物、

農作物、園芸種、外来種）を区別している。

□（規模にかかわらず）目標とする野生の生き

ものの誘致や自然発生を目指して、 課題を

見いだしながら工夫している。

子どもの関わりについて

□（特に幼児教育や保育の場合） 自然とのふ

れあいをきっかけとして、遊びに発展性や他

の活動への展開が見られる。

□自然とのふれあいにとどまらず、野生の生き

ものの生育・生息しやすい環境づくりや、 他

の子どものビオトープへの関心を高める普

及活動などへと発展している。

ビオトープの活用について

□各学年、各教科等の教育課程に、ビオトー

プを通じた学習を系統立てて位置づけて

いる。

□子どもの気付きや探究する態度を培う工夫

をしている。

□（幼児教育や保育の場合）園庭の自然の様

子、園児の活動、そのときの援助の内容など

を継続的に記録し、振り返り、次年度にいか

している。

□体験活動や学習活動による子どもの成果

物が蓄積され、授業の結果をいかしている。

保護者や地域の方々の関わりについて

□ビオトープのことを、子どもが地域の人 と々と

もに働く場ととらえ、 子どもが人々の想いや

考えを体感する機会と位置づけている。

□身近な人 と々継続的に連携しながら、 管理

を行っている。

持続的な管理活用の体制づくりについて

□教職員全員がビオトープを通じた教育に携

わっている。

□教員間、 児童・生徒間で、ビオトープに関す

る活動の引継ぎが行われている。

□ＰＴＡや地域で、 ビオトープの管理活用を支

える体制が整っている。

地域への広がりについて

□ビオトープと地域の自然との比較がなされ

ている。

□ビオトープが地域の自然につながっている

ことの必要性について、気付きを促している。

□学校・園庭ビオトープの地域での普及、もし

くは、 自然との共存という考えの普及に貢

献している。

　このコンクールでは、学校ビオトープ・園

庭ビオトープを通じた教育や保育を「６つ

の審査観点」（4ページ参照）で評価して

います。

　それをもとにしたチェックシートで、取り

組みを振り返ってみてください。
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